
M5j匝 (~6章)
情鰻処理とコンビュータ
フレーム3 全87H.)
ソフトウ工アのfil置付け

第5章(全6章)
情線処理とコンビュータ
フレーム 4 全871-1.)
Qの伺りのコンピュータ

lンピ1 勺1・よる情紹処理で.も目立
ワi1首"tt高絡処理ブロEスの自動化です. 
.: 0') Elthft，'-~ ・主アイデアで中JI，，(f:肉のli
ソフ トウ工アと~.う考え方てす。配置の高
{じしたツフトウェアは、いわば情鰻処理
のたあの十車線となっています。情絡がさら
にJl及酌に情絡を必要とするのであり、情
椛処理の結果新しい情絡が生産されると
いうことになっています.

;三]~
JlWのfJ.J:.らの舟の倒りのコシピ1ータ

の l'I!Tjf~1を年けてみましょう.
:r .iB行て(~ キャッシ1テ.ィスペンザ
やATM.交通機関では乗車券や航空券の
予約 Elth5'U帥liilI(ATC)、航空管制
L立ては電気・上下水直・力ス、天気予織
や免許証の発行なと、商業でl;tスーパーマ
ーケットのPOS自e甑亮傷、教育でU
CAI、医痔て(;tCTやその他の医療差置
この他‘製品の中に組み込まれるものや
生産における設計や製造の分野で、まだま
た多くのコンビュータの利用をみつttるこ
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京5. 三6章j
t.絡処理とコンピュータ
フレーム 5 (全87H.)
ータペース

MW';.~!T ~尋 I ~" ... I 
1. ( 

-勺ぞ I，1'・l

H勺fjデータをコンビュータの記偉義置
lご大量lご記憶さ世、必要な崎にコンビュー
タ℃知りたいデーヲの門吉を倹素てきるよ
訓ごしたむのです。新聞や雑誌なとの内容
を記慢する文厳テータ ーヌと、経j繭話f
P.iE買を射務テータなとを記慢する非文献デ
ータペースのこつに大別されます。また
量のテータを劃賞しておいて、利用者に
ザービヌする後聞をデータバンク(情緒銀
行)といいます。

白骨k秘学の手
デ)v化して鰐
複雑な自拡現

:V.や担局I電!J'なとについて、コンビ1ータ
の中でLTll'をIFり種々の恐怖与えて
その予想請果を号車き出すものです。
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lノド1 ~ヲにさ主えられた情緒処理続
伸j!J 生Jff・程宮なとの部門から広く祉会
の;rTiJ昔に利用か拡大することになり、情
fP撃面白ともいうへき社主主現象か生じてきつ
つめります。 情絡を処理していくことが祉
るの動同を決める力となるのであれl:f、そ
の未来ttコノピ1→ の勧1;:箇存してし
うことになるてしょう。

斗一山一川
一

Ai(，. 1見立のfi析のユツピュータl;la;
!!fUNt~4.5 世代t;~11します。これ
iご'iIノ 次世代に属する~5世代コンビュ
ータシ7デムの研究と問先か盛んになされ
て~ 1ます。 ζれからの情鰻処理に要求され
るコンビュータには 機織知能の向上や
ノフトウ工ア作成負荷の低減、また、新た
白社主主的二一ヌへの対応なとか実現される
う研究か1革めらttています.
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第6章 (全6章)
これからの情報処理とコンビュータ
フレーム2 全77トム)
非ノイマン型コンビュータ

且--t-V寸話 相当1
~~ ， .(マノ型 」ー"'-'

~6章 (全6章)
これからの情報処理とコンビュータ
フレーム2 全77/'-/..)
非ノイマン型コンビュータ

I~.< I Ú) 1" I ~ I . \ 、 ノ J ンニ ノ イ
リJ‘ I ~，'[q\ ， t，ぃ111'"ゐノイイン1¥'1-)ンt'l
'F(" ~} ' II ノ イ イン!I~ Iン1:.，1ータ1;1、メ
l' '[ 1-1: 1ンド JIょうえる J[)クラム
小{j<r I 、 C: I 、 U I.IX il' " る順硲L~ 並べら
れた )11ツ#，j、qlの命令守 ぢつ取り出
じ〈ふ (1¥!f， ;， ' f l ~ ¥.l ，)。しかし、この方
1 ¥. n. ¥ 1，，111 ¥(，' ì\.!伐の処n'~frっ たり 、 命令
の刷I i'，ち t リI L( O !l~ h う ~合なとのブ
[ 1 ')， j、oJ.x.k'人与なn但かかかります.
~ l t・ '{のlAl~' 1 ハトウI.fの彼i侮拘
[:~~ ;'1"めfむ.111、uの品涼ft，Wまかれ

改善を1性めてもこれL:J.，.上の高速化iまiまかれ
機能・性能はわlまや限界に遣したとさ
えいわれています。
これに対し 現在 ノイマン型の備造を
用いていない新しいコンビュータの開発が
盛んに行われており これらを非ノイマン
型コンビュータと呼んでいます。非ノイマ
ン型コンビュータの一つの例を事九と、
MITのデータ ・フロー・マシンがありま
す。このコンビュータでは、処理を行う湯
合 処理の対照となっているデータ自体が
とんな処理を受けるのかという演揮の動作

とんな処理を受けるのかという演算の動作
をもっており そのテータか演算されるこ
とによって次に演算すべきテータが示され
次のァータに結ひ付いて 結動。にほブロ
クラムの流れはデータの連鎖としての流れ
として現れます。また、ハードウェア自体
も大きく変わり 演算装置には多くの並列
演算ユニッ トが設けられ、多くの命令が同
時に実行されるようになっています。
これにより データ処理時間路大幅ご短縮
され、またブロクラムを作成する時も、た
たデータとうしのつながりだけを考えれば
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~6事(全6t!)
ごれからのf高級生/L理とコノビュータ
フレーム 3 全りH.)
光コンビ1ータ
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第61量(全6章)
これからの情緩処理とコンビュータ
フレーム 3 全77H..)
光コンビュータ

; t.' d .J 7ふ.t.'，wruベポァータか示され
jj.:のJ クt..紙ひf.lpて結束的lζt;tブロ
クノ人のふれはテ タのi師自としての流れ
tし1i見れJ?。また ハートウ工ア自体
/:;)ぷ〈ZIわり 演算装置には多くの並列
局間」 ツ1;かJけられ多くの命令か同
町，..実行主れるようになっています。
これにより ァータ処理時閣は大幅に短縮
れ またブロクラムを作成する時も、た
たァータとうしのつなかりだけを考えれば
よいのて ソフトウェアの製作ヵ、単純に行
われるふうになります。

')U: '.f，~gítjふく Itlた性貨をもっており 、
Jた光，j';~J~tこ lG \ て$.長か短く、周波数
tjjtljめて高いのて 十高級を表す信号を電漉
りはるかに大量に伝送てきます。このよ
うな光の性質を用いて これまでのコンビ
ユ タの電子の論理素子を光官号で働く論
理手子にかえ この光素子を導線の代わり
に光ファイバーでつなげば、いわゆる光回
路がてきます。この光回路で記億・演算・
制ilPなとを備成したものが、光コンビュー
タと呼はれるものてす。この光コンビュー
タは これまでの電子のものに比べ、光フ

に光ファイバーでつなげt;t いわゆる光画
路がてきます。 この光回路で記憶・演賞・
苦IliiPなとを備威したものか、光コンビュー
タと呼ばれるものです。この光コンビュー
タは、これまでの電子のものに比べ、光フ
ァイバーにより遼距離まで信号の伝達がで
きたり また雷泉より細く、豊島喝のがで
き 一本の線で異なる通信をiまるかに多く
重複して可能なので、さまざまな利点が考
えられます。しかし、これが実用化される
には光回路を電子回路なみに高密度にした
光ICの開発がされる必要があります。
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1 \イ :~ ~ 1シド1・F ク1.¥、その情mや制下
;i.A 出IITJ Il~'こ かなり !ñlrlしているコンビュ
勺 守:~r" こ 11 まてのつノピ.1-タi耳、 物

のH から向かを ~ólftf るなと 〈聞か日常
風習Jl.1:行つτいるよ3な動作をうまく処
理7きません。こ悦瑚Eするには コン
ピ.1-タの話理手子の材糾として入聞の脳
筋肉と回し有j建物質を用いて {t'問句
忘宝化2詞qな原理と たんぱく質なとの分
子レ )l'特有のプ力二ヌムをI重用すること
I.~ より 入聞の脳に近ついた処理を行うと
Lり介ザとが考えられます。このような海

図_ri)/'(こ1fっていうJうなthltをうまく処
1'.りはけん。 ‘ニt1存期日するにU、コン
ヨークの諸J! ~:~干の材料として入聞の魁
ññn ~ 同 l 有機1嬬:を用いて {ピ河句
m¥(t7官快調理と、トんぱ〈質なとの分
子レ Jl4i有の J力士スムを信用すること
lごより A聞の脳に近ついた処理を行うと
いョたこと市・考えられます。このような涜
l問中て械工学噸脳工学の是展によ
り、これらの|吉伸lを主面的こ導入したパイ
寸コゼ1ータの研究と開発か、盛んに行
れています。

~~ 

おり伊1¥.1 -'しユ F タのめさず傑能の-
A.~I世d掛Eかめり 入工知能シヌテムを
情庇じて必要な1<<.iIIIを行うコノビュータか
lll.atl蛸tコJピュータあるい(l人工担能コ
ノド・ユ タと日千tH1ます。このような入工
棚ドステムには匹直を蓄積し記慢し
てL暗証蹟ーっと その匁薗"，，-スから
取り出された紅白誌と 1ーヲーが入力した
テーヲに基ついてl儲を行う;世論酬と~l
う玉1;::一つの部佳からなつでいます。現在
の段階ては、 この|臨機能(人工矧~)が
コンピ.1-タシステムの一吉F分をなし、コ

-114 -

写真3-2-73

写真:3-2・74

写責3-2-7~



第6章 (~6章)
'れからの情報処理とコー，ピ1ータ
フレーム6 主771-/")
制初問盟

芸6貢t 玉6s->
: 11からのtM陪IU里と J ノピ~ 51 
フレF ム6 Ur.77トω
tt't絡問'11

クと8ft\- /1三 ~ r 0 ~のような入工
1UÍj~;シス I ムに It n鴎をl摘し、記慢し
rl..巾1[凪ペーヨと その空ltIぺースから
llVり出ぞれた1鴎t ユーザーかA力した
y 勺lこMづいて!位届を行うIt議機構とL
う:王にこうの部恒からなっています。現在
叫熔アl;t この惟道線能(入工貰肱)が
コンドュー勺fJ，テムの一部分をなし コ
'1--' ~ータの処理の手助けをしている形で
すかいすれ1;1人工知能の政警と向上、利
用語囲の拡苓かなされすべてのコンビ1
ータ司・八工知能化すると考えられています.

l ノド，1-~1ご t りi1全力;t書館によって
官I!♂11~J )になると.その情婦と入固
との問わりをl歯してさまさまな問盟か生じ
立。ノつトウ工ア|車両;1者の才足や コン
ビュー1.アレルキー情紛爆発か引き起
ザす大事前情織の副主序なA.蓮かもたら
怜紹~害ゃ プライバシー問題、また
キャッシュカー卜の造用や他のコンビュー
タに慢入してデータなとを22み出したり殺
さんしたりするいわゆるハッ力一行為のよ
うなコンビュータ犯罪など、コンビュータ
によって社云か便利になった反面、新たな

r).ホ6'1 M純jの身4Vf.々 ~P.ltがもたら
I tMI}j~'，I;ぃ ブライハノ 問盟 . また
¥ ¥'ツ '1JJー ト//)~用ゃ他のコンピ~-
/.:hlJ. 1，，-(データなとを占み出したり喧
Gんしたりするいわゆるハッカー行為のよ
3なコンビューヲ把罪なと コンピュータ
によ );11るか堕刊になった反面、新たな
問盟かムきっさと表面化しています。これ
らl;t今後の情報処理枝荷iの発展により、ま
すます大きくなっていく可能性があり、こ
れらの問題にL功、に対処していくかを考え
れベ必要かあります。

ー1I!)-

写真3-2-76

写資':1，-2-77

写室1・2-78



，1 

十目tn? ふり向効t.~1E1うために また情報
壱。自主て用いないために 情報に関する知
識を身lfつけておく必要かあります。たと
えt;t 1義務教育のi君においてゃ あるいL1
社E 入のために正しい情報処理の気蕗を与
えるI号J'nを設け 情綴処理とコンビュータ
に対して正しい3朝Zを心街けさせる新しい
教育のi助、これからより多く必要となっ
てくるてしょう。

第6章 (全6章)
これからの情幸融』理とコンビュータ
フレーム 7 全77い心
情報教育
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